
検体：血清（診療または他の研究で使用した余りの検体で保管
することに以前同意をいただいたもの）

アレルギー性鼻炎

記

１．研究代表者

２．研究課題名

国立病院機構相模原病院臨床研究センター　佐藤さくら
（福岡病院研究責任者　本村　知華子）

福岡病院での診療情報を下記の研究に用いることになりましたのでお知らせします。

「低年齢児(1-4歳)の通年性アレルギー性鼻炎に対するダニ舌下免疫
療法のランダム化比較試験による有効性の検討」におけるアレルゲン

コンポーネント特異的IgE抗体価の検討

  診療情報及び診療時に採取・保管された検体を用いた研究に関するお知らせ
国立病院機構福岡病院

①　この研究の科学的妥当性と倫理性は、当院の倫理審査委員会等において厳重に審査され、承認され
ています。また、調査項目は既存のデーターであり、何らかの負担を生じることはありません。
②　具体的な研究内容を知りたい、あるいは、今回の研究に用いることを拒否したい場合には下記の問い
合わせ窓口までご連絡下さい。
☆お問い合わせ☆
　　国立病院機構福岡病院管理課
　　管理課長
住所　：　〒811-1394 福岡市南区屋形原4丁目39－1
電話：092－565－5534
FAX：092－566－0702

（お問い合わせは、なるべく、FAX又は郵送でお願いいたします。）

３．研究の概要

（個人情報の利用の目的）

４．使用する診療情報

５．使用する検体

６．病名

対象診療期間 2020年11月20日から2027年3月

診療情報内容：臨床所見（年齢、性別、病歴、診断名）、血液所
見（好酸球数、総IgE抗体価、アレルゲン特異的IgE抗体価）、鼻
炎症状のスコア、治療（投与薬剤）

[研究の目的]低年齢児の通年性アレルギー性鼻炎に対するダ
ニ舌下免疫療法によるアレルゲンコンポーネント特異的IgE抗体
価の変化を検討します。

研究期間（データ収集期間）2025年1月21日から2027年12月31
日

[研究の背景]低年齢の通年性アレルギー性鼻炎の有病率は4%
ですが、国内外の研究においても5歳未満の通年性アレルギー
性鼻炎に対するダニ舌下免疫錠の有効性を検討した研究はあ
りません。「低年齢児(1-4歳)の通年性アレルギー性鼻炎に対す
るダニ舌下免疫療法のランダム化比較試験による有効性の検
討」では、ダニ舌下錠を用いた舌下免疫療法の有効性をと安全
性を検証しました。
●対象となる患者さん
通年生アレルギー性鼻炎の患者さんで「低年齢児(1-4歳)の通
年性アレルギー性鼻炎に対するダニ舌下免疫療法のランダム
化比較試験による有効性の検討」に参加した患者


